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この広報は共同募金の助成を受けて発行しております。

高校生ワークショップ開催
　12月１日、「高校生を対象とした地域福祉ワー
クショップ」を開催し、東北福祉大学の学生９名
がグループリーダーとなり、高校生14名が地域
課題の解決策について話し合いました。
　大きく分けて「安全なまちづくり」「交通」「地
域交流・街の活性化」が地域課題として挙げられ、
主に地域住民の交流を増やすためにどのようにし
たら良いかについて様々な意見が出されました。
　誰もが住みやすい地域にするために、高校生が
自分たちにもできることとして、日頃の交流を心
掛ける。情報収集と発信を行い、交流の場づくり
の企画実施をする。ボランティアに積極的に参加
する。などの取り組みが発表されました。
　今回のワークショップは１月28日の一関市地
域福祉計画推進会議で報告され、高校生から出さ
れた解決策を具体的な施策に活かしていってほし
いと委員から意見が出されました。当協議会でも
誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指し、取
り組んでまいりたいと思います。
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　一関障害者生活支援プラザでは、障がいのある方が住み慣れた地域で生活
が送れるよう、福祉に関する各種相談に応じて、情報提供・助言、連絡調整
等の相談支援を行っております。
　
● 市町村相談支援事業（市町村地域生活支援事業）

　・・ 各種制度、福祉サービス及び社会資源の利用援助
　　（情報提供、相談、専門機関の紹介等）。
　・・ピアカウンセリングによる当事者活動支援。
　・・ その他、総合的な相談窓口として、社会生活力を高めるため、地域の障がい福祉サービス事業所や
専門機関等、関係者と協力した支援を行います（基幹相談支援センター強化事業）。

● 特定相談支援事業（計画相談支援）

　・・ 障がいのある方または児童が、サービスを適切に利用できるよう総合的な支援方針やサービスの
組み合わせなどを検討、調整しサービス等利用計画を作成します。

　・・定期的なモニタリングを実施しながら、自立した生活を実現するお手伝いをいたします。

　日常生活自立支援事業一関地域研修会
は、12月19日に一関市総合福祉センター
で行われ、岩手県社会福祉協議会より「日
常生活自立支援事業の状況報告」を、日本
司法支援センター岩手地方事務所、山中法
律事務所からは、「法テラスの援助制度及
び成年後見制度について」講演いただき、
行政や事業所職員、生活支援員ら75名が
学びを深めました。
　県内の日常生活自立支援事業の利用率は全国と比較して高い水準となっている一方、成年後見制度の利用が進ん
でいないこと、事業や制度の利用には適切な判断が求められることなどが課題として挙げられ、また、後見人に求

められる役割についてや、法律相談が身近に受けられる窓口として「法テラス」が
設置されていることなどについてのお話がありました。参加者からは、「今後ます
ます日常生活自立支援事業が必要とされると感じる」、「より活用しやすい制度とな
るよう、連携を深めていきたい」などの声が聞かれました。
　なお、同日に生活支援員連絡会議を行い、３グループで「利用者対応をしていて
困ったこと」について活動事例を共有し、支援に活かすための話し合いを行いまし
た。

● ● 障がい者の暮らしを応援します ● ●

「法テラスの援助制度と成年後見制度について」学ぶ

お気軽に「一関障害者生活支援プラザ」をご利用ください。

お問い合わせ先　TEL 0191－31－3533
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地域福祉に関する共同調査報告会
　一関市、一関市社会福祉協議会、東北福祉大学の３者が共同で行っている地域福祉に関する共同調査
の報告会が、１月19日、一関市総合福祉センターにて開催されました。開会にあたり、東北福祉大学 都
築光一教授から当協議会長へ報告書が進呈され、「地域福祉活動に関する担い手住民の必要性に関する調
査」、「住民主体の地域福祉活動に関する調査」、「権利擁護に関する調査」の３つの調査内容について学
生から報告がありました。
　当日は、調査に協力いただいた行政区長、民生委員児童委員、福祉専門職員らが出席し、各々の調査
結果から、地域住民の交流の希薄化や担い手の人材不足、権利擁護を必要としている人へ十分に情報が
届いていないことなどが課題として挙げられました。これらの課題解決へ向けて、目標を共有しながら
役割を整理し住民同士が協力できる仕組みの構築、誰もが相談しやすい環境づくりに努めることが必要
と提言されました。出席者からは、「この結果を反省とし、来年度の調査では改善報告をいただけるよう、
これからの地域活動で活かしていきたい」との声も寄せられました。
　調査結果を踏まえ、社会福祉協議会では、市民の皆様や各関係機関と協力し、今後も地域福祉を推進
してまいります。

ファミリーサポートセンターの会員を募集しています！ファミリーサポートセンターの会員を募集しています！

●● 協力会員  協力会員 ●●
子どもの一時的な預かり
や送迎など子育てのお手
伝いをしてくださる地域
の方。

● ● 依頼会員 依頼会員 ●●
育児のお手伝いを必要と
する保護者で０才～小学
校６年までのお子さんを
お持ちの方。

この支援は有償の相互支援活動で支援する側も受ける側も会員登録して頂くことが条件に
なります。登録は随時可能で、登録・更新料は無料です。

お問合せ先 　一関市ファミリーサポートセンター　TEL：23－6020　担当：佐藤恵・佐藤惠利子
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一関市社会福祉協議会には、８つの支部が
あります。支部通信では、それぞれの支部
の取り組みなどについてご紹介します。

一
関
支
部

真柴地区の地域課題を探る

　真柴地区福祉活動推進協議会研修会はかんぽの宿で行
われ、22名が参加しました。地区の現状と課題解決につ
いて熱い意見を交わし、地域課題の共有を図りました。

大
東
支
部

東
山
支
部

東山中学校生徒会が街頭募金を実施 ふれあいサロン研修会開催

　歳末たすけあい募金活動として、東山中学校生徒会が、
町内で街頭募金を実施。同生徒会は、校内募金も取り組
んでおり、合わせて53,387円の募金をいただきました。

　サロン会員の方々を対象に、今年度２回目のサロン研修会
を室根保健センターで開催。一関市体育協会の浅利健先生に
「元気を続ける軽体操」について実技指導をいただきました。

川
崎
支
部

楽しみながら続けていきたい ふれあいサロン

　サロンの代表者等が集う、ふれあいサロン交流会を開催。いきい
き百歳体操や創作活動に取り組み、各地区の活動について情報交換
をする中、参加者は「楽しみながら続けていきたい」と話していました。

花
泉
支
部

千
厩
支
部

冬休みも開催『千厩こどもキッチン』

福祉啓発事業『動く☆大きな絵があるファミリーコンサート』

仲間と一緒に楽しく買い物

　メニューは冬のきのこ野菜カレー、キャベツのコンソ
メスープ、りんごのミニパフェ。食生活改善推進協議会
のお母さん方に指導を頂き、みんなでおいしく食べました。

　花泉地域の子育て支援事業として、親子で楽しめるコン
サートを開催しました。当日は150名の親子が参加し、み
んなで一緒に歌ったり踊ったり、楽しい時間を過ごしました。

　大原地区福祉活動推進協議会主催の一人暮らし高齢者買い物ツアー
を開催。民生委員児童委員の皆様にもご協力をいただき、千厩ショッ
ピングモールエスピアで買い物を楽しみ、参加者との交流を図りました。

室
根
支
部

藤
沢
支
部

ふれあいウォーキング㏌保呂羽

　健康づくりや障がい者との交流を目的とした、保呂羽
地区で行われたふれあいウォーキングに100人が参加。
昼食には豚汁をいただき、秋の１日を楽しみました。

1月8日1月8日

11月18日11月18日

12月15日12月15日

11月26日11月26日

12月25日12月25日 11月27日11月27日

12月18日12月18日 11月25日11月25日
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　一関市大東町の興田地区福祉活動推進協議会（小山耕一 会長）は、平成３年に発足以来、地区の実情に
合わせて一人暮らし高齢者買物ツアーや健康づくり講演会など様々な活動を行っています。
　昨年11月11日に行われた「平成30年度　歌と踊りのふれあいステージ」はその活動の一つです。興田地
区福祉活動推進協議会が主となり、復興支援の一環として平成26年から陸前高田市の仮設住宅の自治会の

方々を招待し始まりました。興田地区振興会が
発足して、ここ数年は共同で事業開催していま
す。昨年も地元興田地区の保育園、小学校、中
学校を始め、舞踊や詩吟教室、ふれあいサロン
等17団体、33演目の発表がありました。
　現在興田地区では、子どもがいる世帯が１割
で、９割近くの世帯が子どもとふれあう機会が
少なくなっています。「歌と踊りのふれあいステー
ジ」では、保育園児と高齢者がふれあえる機会
として交流を深めています。また、本番までに
練習を重ね、その成果を発表する機会があるこ
とは、高齢者の生きがいにつながっているよう
です。小山会長は「今後も世代間交流と生きが
いづくりにつながるよう活動を続けていきたい。」
と話されていました。

福祉活動推進協議会の活動紹介

● 第３回 ●　一関市大東町興田地区

興田中学校による合唱

興田保育園による踊り ふれあいサロンによる踊り

～「お茶っこ同窓会」「お茶っこ同窓会」を開催しました～
　平成24年度から毎月継続開催し、昨年度で終了しました「ふるさと
お茶っこ交流会」に参加していた方々に、久しぶりの再会の場として「お
茶っこ同窓会」を11月21日にげいびレストハウスで開催いたしました。
　被災元に戻られた方にも、各市町社会福祉協議会を通じて周知等をし
ていただき、当日参加された方々は、再会を喜ぶとともに思い出話に花
を咲かせていました。

　生活支援相談員は、東日本大震災で被災された方々の相談対応、安否
確認、家庭訪問のほか、交流会の開催や集いの場の提供、地域とのつな
がりづくり等、安心・安定した生活を送るためのお手伝いをしております。相談は電話でも受け付けております。
お気軽にご相談ください。

相談・問い合わせ先：0191－23－6020　 生活支援相談員：菊地、佐々木（平日９時～17時）

生活支援相談員だより

　いちのせき社協だより第49号（2018年11月30日発行分）5頁目、「福祉活動推進協議会の活動紹介」中、次の文言に
誤りがありましたので訂正いたします。関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
　　　①　誤）花泉地区福祉活動推進協議会　　正）花泉地区福祉推進協議会
　　　②　誤）丁寧に織り　　　　　　　　　　正）丁寧に折り
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　失業や家庭内暴力、火災などにより住居を失う他、緊急
支援が必要な方に対して、緊急一時支援を行う事により、
安心して自立した生活を営めるよう、下記４種類の事業を
通じて支援しています。

　一定期間、家電製品を貸し出します。 　一定期間、就職活動用のスーツを貸し
出します。

　新たな住居が見つかるまでの一定期間
（およそ一週間）、宿泊場所（市内宿泊施
設）を提供します。

　最長一週間分の食料や日用品を提供し
ます。

生活困難者支援事業のご案内

　家電製品の貸し出し　111 　　就職活動用スーツの貸し出し2

　　一時宿泊支援3 　　食料等支援4

〈問い合わせ先〉〈問い合わせ先〉

ご相談・ご利用は無料です。お気軽にご相談ください。

一関市社会福祉協議会　地域福祉課　　TEL 0191－23－6020
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心配ごと
相談所

　心配ごと相談所は、みなさんの身近な心配ごと悩みごとの
相談に対して、問題解決へ向けて協力・援助を行います。個
人情報の保護に留意するため専任の相談員が対応いたします
ので、お気軽にご相談ください。相談は無料です。

心配ごと相談所開所日程

● 通常相談 日時  毎週木曜日　午前10時から午後3時
 場所  一関市総合福祉センター　（0191-23-6020）
● 移動相談（事前予約が必要です。）
 日時  毎月第2金曜日　午前1時から午後3時
 場所  花泉総合福祉センター （花泉支部　0191-82-4002）
  大東保健センター （大東支部　0191-71-1177）
  千厩農村勤労福祉センター （千厩支部　0191-53-2885）
  社協藤沢支部相談室 （藤沢支部　0191-63-5122）

詳しい相談日程は、毎月市広報や新聞に掲載しておりますのでご確認ください。

緊急連絡カード整備事業 ～地域で安心して暮らすために～

　ひとり暮らし高齢者・寝たきり者
等の支援活動のための緊急連絡カー
ドの作成をすすめています。
　対象者は緊急時に連絡が必要と認
められる65歳以上のひとり暮らし
の方、日中介護者が必要と認められ
る在宅の寝たきり・認知症高齢者、
又は重度障害者の方、緊急時に見守
りが必要と認められる方で、民生委
員児童委員の協力を得て緊急時に対
応できる環境を整備しています。
　カードは対象者の自宅に掲示し、
カードの写しは本人及び担当民生委
員の了承を得て、一関市と共有し、
緊急時に活用します。
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本　　部
滝沢字町田 蜂　谷　　　緑様 19,000円

オフィス古紙リサイクル一関
会長　菅　原　寿　基様 741円

NPO法人ケアセンターいこい様 72,706円
2018ピースフェスタいちのせき実行委員会 様 9,950円

一関支部
奥州市江刺田原字駒場 佐　藤　卓　郎様 200,000円

（故　佐藤マキ様の遺志により）
山目字三反田 高　泉　　　博様 100,000円
滝沢字寺下 鋒　谷　紘　子様 100,000円
奥州市衣川馬懸 鈴　木　千　鶴様 100,000円
山目立沢 安　部　洋　子様 100,000円

（故　安部邦郎様の遺志により）
千厩字神ノ田 岩　淵　健　彦様 50,000円長坂字柴宿 佐　藤　関　水様

舞川地区福祉活動推進協議会様 68,514円
一関信用金庫本店

信友会・しあわせの会様 60,831円
狐禅寺市民センターまつり実行委員会
実行委員長　石　川　勇　一様 26,598円

花泉支部
金沢字大畑 菅　原　寿　春様 100,000円
涌津字中町 田野崎　清　喜様 50,000円
永井字角屋 千　葉　あや子様 100,000円
永井字薬師沢 渡　邊　克　己様 100,000円
永井字粒乱田 千　葉　健　吾様 10,000円

金沢地域婦人団体協議会　
会長　熊　谷　恵　子様 10,000円

花泉ダンス同好会　　　　
会長　阿　部　すみ子様 10,000円

マルキの家20周年記念事業実行委員会 様 12,902円

大東支部
渋民字続石 熊　谷　　　東様 50,000円
大原字立町 菅　原　正　浩様 100,000円
摺沢字礼田 那　須　恒　子様 100,000円
大原字折坂 伊　東　　　孝様 50,000円
渋民字佐野脇 小　崎　敬　二様 30,000円
大原字沼ノ沢 菅　原　隆　一様 100,000円
中川字川又 髙　橋　祐　子様 100,000円

曽慶婦人会　　　　　　
代表　小　山　ケイ様 10,000円

一関市グラウンドゴルフ協会大東支部
支部長　佐　藤　英　機様 30,000円

大東町芸術文化協会大原支部
支部長　金　野　恒　男様 57,513円

佐藤歯科医院　佐　藤　博　幸様 100,000円
興田ソフトボール部　　　

代表　小　山　晃　央様 2,895円
匿　　　名 20,000円
匿　　　名 6,680円

大原字立町 菅　原　正　浩様 リハビリパンツ1,203枚

千厩支部
千厩字下木六 藤　原　直　志様 100,000円
千厩字中木六 藤　原　保　行様 50,000円
小梨字新地 佐　藤　豊　隆様 100,000円
千厩字構井田 熊　谷　し　ま様 100,000円

東山支部
長坂字町 岡　崎　ノリコ様 50,000円
田河津字横沢 渡　辺　　　寛様 50,000円
長坂字羽根掘 鈴　木　正　純様 100,000円
松川字岩ノ下 楠　木　順　子様 50,000円
松川字寺崎 小　山　博　子様 50,000円
長坂字南山谷 佐　藤　久　耕様 100,000円
長坂字大木沢 鈴　木　一　男様 50,000円
長坂字久保 吉　田　　　昇様 50,000円
松川字三室平 石　川　静　夫様 100,000円
松川字一市町 石　川　　　晃様 150,000円

一関市ゲートボール協会東山支部
支部長　千　葉　哲　夫様 25,865円

東山ボランティア連絡協議会
会長　岡　崎　ノリコ様 30,494円

松川地域婦人会　　　　　
会長　安　東　京　子様 45,000円

げいび奉賛会　　　　　　
代表　浅　利　　　幸様 30,000円

松川第２区自治会　　　　
会長　千　葉　照　男様 12,700円

長坂字南山谷 佐　藤　和　子様 タオル40本

室根支部
折壁字天神下 田　中　照　雄様 30,000円
折壁字中西 加　藤　豊　志様 50,000円
折壁字中西 故　遠　藤　養　子様 100,000円
矢越字堀沢 渡　邊　幹　男様 50,000円
矢越字沢 小　山　勝　徳様 30,000円
矢越字山口 三　浦　孝　二様 50,000円
津谷川字上千代ヶ原 三　浦　正　勝様 100,000円
津谷川字葛ヶ沢 佐　藤　多喜子様 30,000円
津谷川字本宿 佐　藤　守　一様 100,000円

川崎支部
薄衣字上段 金　今　憲太郎様 50,000円

匿　　　名 100,000円

藤沢支部
黄海字辻山 石　川　　　忠様 300,000円
砂子田字銭塚 千　葉　正　義様 100,000円
保呂羽字平前 佐　竹　達　夫様 30,000円

ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com

まごころ寄附の使い道
　皆様からいただいたまごころ寄附は、社協だよりの発行、お茶っこ広場、心配ごと相談所事業
の一部に使われるほか、「小地域福祉推進事業（地区福祉活動推進協議会等への助成）」「ボランティ
ア事業」など、地域福祉を推進するための貴重な財源となっております。

♥ 平成30年11月から平成30年12月末までに、市民の皆様からご寄附がありました。まごころ寄附まごころ寄附
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